
ダクタイル... 平脚7.5.'鈎号

工場見学会と按術説明会を実胞

日本ダクタイル鉄管協会では、今年度、関西支部で事業体の皆様方に、ダクタイル鉄管製造工場研修

会として協会会員会社である鮒クボタと働栗本鋪工所の工場見学会と技術説明会を実施しました。

1研修会の目的

水道管路耐震化に向けて平成22年に規格化した新耐震管GX形ダクタイル鉄管は、平成26年度末

時点(平成27年3月31日現在)で全国1010の事業体でご採用いただき、延べ出荷延長は5，6ωIkmを超
えております。今回の研修会は、主にGX形ダクタイル鉄管の製造と接合についてご理解を深めていた

だくことを目的に実施しました。

2.研修会の鮮細
(1 )目時・会場

第1固

第2圃

第3圃

(2)研修内容

目 時

平成26年刊月21日(金)

平成26年11月28日(金}

平成26年12月18日(木〉

会 場

(株)栗本舗工所堺工揖・加賀屋工場

(株)クボタ阪神工場

(株)クボタ阪神工場

製造工程見学(溶解、鋳造、加工処理)とGX形およびNS形の接合実技見学。

3.まとめ
第1固から第3回、定員30名の研修会でしたが、先着順の申し込みも、案内後すぐに定員一杯になり

ました.今回、ど参加いただけなかった事業体の皆様には大変申し訳るりませんでした.

普段、見ることのできない製造工程の見学で大変興味を持ってご覧いただきました。見学後には、アン

ケート也実施し、ご回答いただきました。



71 

関東支部顧問就任ご挨拶

関東支部顧問

斎藤弘

埼玉県に入庁し、40年に渡って水道用水、工業用水の義務に携

わり、本年4月から当協会にお世話になるととになりました。

水道施設也、新たなJドト整備は一段落したものの、代わって老朽

化、耐震化対策といった課題が突きつけられております。うち送直水

管路については、布設延長が長く、特に市街地にるる送E水管の布
設替えには、近隣住民や既設埋設物所有者との協議などに長期間

を要する他、多額の費用が必要となります。しかしながら、生活様式

の変化や節水機器の普及により水使用量は減少し、併せて給水収

入が減少しても喝状況にあって、ライフサイクルコストの低減が水道事

業を経営する皆様の課題と認輸しております。

水道用水、工業用水とも亙った水の安定給水には水道施設自体は

勿論、強靭な管路構築は不可欠であります.質問や心麗事があれば

皆さんと同じ立場になって思慮し、お役に立ちたいと思っております。

どうぞよろしくお願いも当たします。

水道災害シンポジヲムに参加!!
「阪神淡路20年~1.17は忘れない一水道災害シンポジウム~南

海トラフ巨大地震に備えてー」が1月22日-23日に兵庫県立淡路夢

舞台国際会議場にて開催されました。フォーラム会場後方で水道

耐震化施設等展示会が併催され、日本ダクタイル鉄管協会も耐震

パネルなどを廟関苦し、参加者にPRしました.
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当協会で肱崎会館『タクタイル脅悶IJを年1&:2固(5月中旬、
10月中旬}発行しています。との箇会髭@表紙写.を広く
観音の皆様より'ることとしました。

水のある風景

応聾方法怠ど詳しくは、

タクタイル敏信義紙写...



回 ダクタイル鉄管 平成27.5第96号

-・・・・・・・編集後記・・・・・・・・
-今号の巻頭言では、全国水道企業団協

議会会長の小林虞八戸市長に日本の現

在の水道の抱える問題を提示いただきま

した。その問題点を解決するためには、広

域化は避けられません。その意味で今後

の水道事業は、全国の85%を占める中小

規模の水道事業体の職員一人一人、そ

してそれを支援する園、都道府県の職員

にかかっていると述べてpます。

・今号の鼎談では、遅々として進まない水

道事業の更新・耐震化をpかに進めてい

くべきか、また人材育成や技術継承につ

いて、山口大学の三浦副学長と広島市

の竹腰局次長と本山理事長に語り合っ

ていただきました。日本の水道事業の課

題からスタートして、三浦副学長の「見えな

い部分でも良い材料を使ってよいものを

つくる」、竹腰局次長の「耐震継子は地

震に強い水道管」、本山理事長の「水道

は沈黙の臓器」など、印象に残る発言が

多く、読みやすくなってpますので、ぜひ

ご一読ください。

・技術レポートは6編、阪神淡路大震災から

2~年を迎えた神戸市の今までの取り組み

とこれからについて1編、GX形400や3∞
の採用事業体2編、S50形の採用事業体

調、用水供給事業体の管路更新事期編、

民間企業から1編となってpます。

・事業体の広報、市民の方々の触れ合い

の取り組みとして92号から事業体だより

を掲載しています。今回は9事業体を紹

介しており、広域的な取り組みをされて

いる2つの事業体も取り上げています。

このような新たな取り組みを今後も募集

しています。

••••••••••••••••••••• 
ダクタイル鉄管第96号 〈非売品〉222窪:121

編集兼発行人本 山 智 啓

一般社団法人
発行所

日本ダクタイル鉄管協会

(h世p://www.jdpa.gr.jp) 

印刷
発行

本部・関東支部 干1位相74 東京都千代田区九段南4丁目8番9号(日本水道会館)
電話03(3264) 6655 (代) FAX03 (3264) 5075 

関西支部 干542-側1大阪市中央区南船場4丁目12番12号(ニッセイ心斎橋ウエスト)
電話06(包45)0401 FAX06 (6245) 0別加

北海道支部 干侃Gα脚本む幌市中央区北2条西2丁目41番地(セコム損保札幌ピル)
電話011(251) 8710 FAXOll (522) 5310 

東北支部干潟0-0014 仙台市青葉区本町2丁目 5番1~手(オーク仙台ピル)
電話ω2(261) 0462 FAX022 (399) 6民渇

中部支部干45().αm名古屋市中村区名駅3丁目22番8号{大東海ピル)
電置~52(561) 3075 FAX052 (433) 8お8

中園四国支部干730-α>32広島市中区立町2番23号(野村不動産広島ピル8階)
電話腿(545)3珊 FAXω2(545)3586 

九州支部干810-訓児1福岡市中央区天神2丁目14番2号(福岡証券ピル)
電諮問(771)腕 8 FAX092 (側2256



管蹟の更新や新眼には、耐E性・
耐久性・耐蝕性Iこ値れ、安全・確実草

施工性で定評のNCKタクタイル鉄笹。

直管・異形管、融置怠ど、

タクタイル圃曹暗システム一式を揃足、

製造か島貫担調E工まで、NCKの一貫した

先謹撞簡でお応えします。
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For Earth， For Life 
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